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財団法人日本バスケットボール協会創立80周年記念事業と

して本大会を開催する。 

また、バスケットボール競技普及活動の一環として、全国から

3on3チームを募り、交流を深めるとともに、各地域での

3on3競技活動の調査を行い、今後の普及・振興・発展を図る

事を目的とし、この大会を開催する。 

 

 

財団法人  日本バスケットボール協会 

 

 

株式会社モルテン 

 

 

大阪バスケットボール協会 

 

 

平成22年8月15日（日） 

 

 

8月15日（日）　大阪市中央体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）　競技規則は、2009 FIBA33競技規則に準ずる。 

 

（2）①4ディビジョン（A～D）での予選リーグ戦を行い（各リー

グは4チーム）、各リーグ上位2チームによるカンファレ

ンストーナメント戦（Ⅰ・Ⅱ）を行う。 

②各カンファレンス優勝チームによるグランドファイナル決

勝戦を行い、男子チャンピオンと女子チャンピオンチー

ムを決める。 

 

（3）　試合は5分間の3ピリオド制（ピリオド間1分間）で行うが、

勝敗の決定は下記のとおりとする。 

①試合時間終了時の高得点チーム 

②試合時間内に33点を先取したチーム（どちらかのチー

ムが33点先取した場合、試合終了となる） 

③同点の場合は、30秒のインターバルの後すぐに2分間の

延長戦をする。それ以降同点の場合は繰り返し、勝敗が

決まるまで行う。 

（1）　出場チームの選出は、各都道府県協会の推薦とする。各

都道府県において予選会を実施する場合は、各都道府県に

一任する。予選を実施しない場合は、各都道府県協会の責

任に於いてチーム公募を行い、1チームを推薦する。 

 

（2）　予選会を実施する場合は各都道府県協会の主管により、

本大会の競技方法に準じて実施する。 

 

（3）　各都道府県の推薦チーム数はつぎのとおりとする。 

全国大会開催地以外の各都道府県…男子1チーム・女子1チーム 

全国大会開催地（大阪）………男子2チーム・女子2チーム 

合計　男子・女子各48チーム 

 

 

（1）　2010年4月1日現在で満15歳以上の者。18歳未満の

者については保護者の同意書を必要とする。 

 

（2）　各都道府県協会から推薦されたチームとする。 

 

（3）　申込み締め切り後の選手の追加・変更は認めない。 

 

 

（1）　男・女各予選リーグ1位、各カンファレンス1位・2位、グラ

ンドファイナル優勝・準優勝に賞状を授与する。 

 

（2）　男・女ベストプレイヤー賞を各1名に授与する。 

 

 

（1）　傷害保険は、主催者が加入する。 

 

（2）　競技実施中に発生した傷害・疾病については、主催者で

応急処置を行うが、その後の責任は負わないので、当日は

健康保険証を持参すること。 

 

（3）　主催者の判断により、以下の行為を行ったチームは、失

格処分となる場合があります。 

・試合中の危険なプレー、故意の反則、マナー違反行為 

・会場内、会場近隣にて、大会運営に支障をきたす行為 

・上記以外で、主催者が大会運営に支障をきたす行為と判

断した場合 

 

 

（1）　組合せ抽選は、大会主催者の責任抽選とする。 

■目　的 
 
 
 
 
 
 
 
■主　催 
 
 
■協　賛 
 
 
■主　管 
 
 
■期　日 
 
 
■会　場 
 
 
 
 
1．種別及びチーム人員 
 
 
 
 
 
 
2．競技方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3．出場チームの選出方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．参加資格 
 
 
 
 
 
 
 
5．表　彰 
 
 
 
 
 
6．参加上の注意 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7．その他 

実 施 要 項  

種　別 

男子の部 

女子の部 

出場チーム数 

 48チーム 

48チーム 

選　手 

 4名 

4名 

小　計 

 192名 

192名 

合　計 

 
384名 
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下記の“FIBA33”公式競技規則にて述べられていない事柄

については、すべて“バスケットボール競技規則”に準ずるもの

とする。 

また、“FIBA33”においては、特に“フェア・プレイの精神”と

“スポーツマンシップ”を尊重しなければならない。 

 

 

1．1　コート 

1．1.1“FIBA33”のゲームは、バスケットボール競技規則で定

められた正規のバスケットボールのコートのハーフ・コー

トを使用して行われる。 

同じ大きさのハーフ・コートだけで描かれたコートを使

用してもさしつかえない。 

1.1.2　バスケットに向かって左側のサイド・ラインのスリー・ポ

イント・ライン頂点の延長上の位置に、サイド・ラインと直

角に、コートの外側に向かって5cmのラインを描く。 

このラインを“スロー・イン・サイド・ライン”という。 

 

 

2．1　チームの構成 

各チームの構成は、次の通りにする。 

（1） ゲームに出場できるチーム・メンバーは4人以内とする（コー

ト上のプレイヤーが3人、交代要員が1人）。 

国内のゲームのチーム・メンバーの人数は、大会主催の

考えにより4人をこえてもよい。 

（2） コーチを1人おく。 

アシスタント・コーチをおくことは認められない。 

 

 

3．1　プレイを判定する審判（レフェリー）は1人とする。 

3．2　テーブル・オフィシャルズは、スコアラー、タイマーおよび

14秒オペレイター各1人とする。 

 

 

4．1　ウォーム・アップ 

それぞれのチームは、両チーム同時に、同じハーフ・コー

トを使用してゲーム開始前にウォーム・アップをすること

ができる。 

ウォーム・アップの時間は3分とする。 

4．2　ゲームの開始 

4．2．1　ゲームは、フリースロー・ラインでジャンプ・ボールにて

開始される。 

このとき、チームAのジャンパーがバスケットに面して位

置する。 

4．2．2　ボールがジャンパーにタップされたあと最初にボール

をコントロールしたチームのプレイヤーは、そのボール

をいったんスリー・ポイント・ラインの外側に返さずに、そ

のままショットをすることができる。 

4．3　オルタネイティング・ポゼション・ルール 

4．3．1　ジャンプ・ボールで最初にボールをコントロールしたチー

ムの相手チームが、次にジャンプ・ボールシチュエイショ

ンになったときにオルタネイティング・ポゼション・ルー

ルによるスロー・インのボールが与えられるチームとなる。 

4．3．2　ポゼション・アローの向きは、次にスロー・インのボー

ルが与えられるチームのチーム・ベンチを示しておくも

のとする。 

ポゼション・アローの向きは、オルタネイティング・ポゼショ

ン・ルールによるスロー・インが終わったときに、すみや

かに変えられる。 

 

 

 

5．1　正規の競技時間は、5分のピリオドを3回行うものとする。 

5．2　ただし、どちらかのチームが33点以上得点した場合は、

その時点でゲームは終了し、そのチームを勝ちとする。 

5．3　正規の競技時間が終わったとき両チームの得点が同じで

ある場合は、1回2分の延長時限を必要な回数だけ行う。 

延長時限を行う場合でも、どちらかのチームが33点以上

得点した場合は、その時点でゲームは終了し、そのチー

ムを勝ちとする。 

5．4　各ピリオド、各延長時限の前に、それぞれ1分のインタヴァ

ルをおく。 

5．5　最後のピリオド（第3ピリオド）および各延長時限の最後

の1分間にフィールド・ゴールが成功したとき、ゲーム・ク

ロックが止められる。スロー・インされたボールをコート

内の攻撃側チームのプレイヤーが触れたときに動かして

始めるものとする。 

5．6　試合開始予定時刻から3分が過ぎてもプレイをする用意

のととのったプレイヤーが3人そろわなかったチームは、

ゲームを没収される。 

この場合、得点は33対0とする。 

 

 

 

6．1　1プレイヤーに4回のプレイヤー・ファウルが宣せられた

場合は、そのプレイヤーはただちに交代しなければならず、

以後そのゲームに出場することはできない。 

6．2　1チームに各ピリオド3回のチーム・ファウルが記録され

たあとは、チーム・ファウルの罰則が適用される。 

 

 

7．1　自チームのプレイヤーがコート内でライブボールをコン

トロールしたチームは、14秒以内にショットをしなければ

ならない。 

14秒以内にショットをするということは、14秒の合図が

鳴る前にシューターの手からボールが離れていること、

およびそのボールがバスケットに入るかリングに触れる

ことをいう。 

 

 

8．1　フィールド・ゴールあるいは最後のフリースローが成功

したとき 

8．1．1　得点されたチームのプレイヤーが、そのバスケットの

後方のエンド・ラインの任意の位置からスロー・インを

する。 

 
 
 
 
 
 
 
第1条　コート（Court） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第2条　チーム（Teams） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第3条　審判、テーブル・オフィシャルズ（Game Officials） 
 
 
 
 
第4条　ゲームの開始（Beginning of the Game） 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

第5条　競技時間、ゲームの勝敗 
　　  　（Playing time / Winner of a Game） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第6条　プレイヤー・ファウル、チーム・ファウル 
　　　  　（Fouls by Player / Fouls by Team） 

 
 
 
 
 
 
第7条　14秒ルール（Fourteen second device） 
 
 
 
 
 
 
 
 
第8条　プレイに関する規則（How the Ball is Played） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

2009～FIBA 33  バスケットボール競技規則
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8．1．2　スロー・インされたボールをコート内のプレイヤーがス

リー・ポイント・ラインの内側でコントロールした場合は、

ボールをコントロールしたプレイヤーは、ショットをして

はならない。そのプレイヤーは、ドリブルかパスをして そ

のボールをいったんスリー・ポイント・ラインの外側まで

運ばなければならない。 

スロー・インされたボールがいったんスリー・ポイント・ラ

インの外側に運ばれたあとは、スリー・ポイント・ラインの

外側で最初にそのボールに触れたプレイヤー（ドリブル

でスリー・ポイント・ラインの外側までボールを運んだプ

レイヤーでもよい）ともう1人の味方プレイヤーの最低

限2人のプレイヤーがボールに触れるまでは、ショットを

してはならない。 

8．2　フィールド・ゴールあるいは最後のフリースローが成功

しなかったとき 

8．2．1　シューター側チームのプレイヤーがリバウンドのボー

ルをコントロールした場合は、ボールをいったんスリー・

ポイント・ラインの外側まで運ばずに、そのままショットを

することができる。 

8．2．2　シューター側チームの相手チームのプレイヤーがリバ

ウンドのボールをコントロールした場合は、ボールをコン

トロールしたプレイヤーは、ショットをしてはならない。そ

のプレイヤーは、ドリブルかパスをしてそのボールをいっ

たんスリー・ポイント・ラインの外側まで運ばなければな

らない。 

ボールがいったんスリー・ポイント・ラインの外側に運ば

れたあとは、スリー・ポイント・ラインの外側で最初にそ

のボールに触れたプレイヤー（ドリブルでスリー・ポイント・

ラインの外側までボールを運んだプレイヤーでもよい）

ともう1人の味方プレイヤーの最低限2人の攻撃側プレ

イヤーがボールに触れるまでは、ショットをしてはならない。 

8．3　スティール（インターセプト）やターン・オーヴァーが起

こってボールのコントロールが変わったとき 

8．3．1　スティール（インターセプト）やターン・オーヴァーが起

こって防御側プレイヤーがあらたにボールをコントロー

ルした場合は、ボールをあらたにコントロールしたプレイ

ヤーは、ショットをしてはならない。そのプレイヤーは、ド

リブルかパスをしてそのボールをいったんスリー・ポイ

ント・ラインの外側まで運ばなければならない。 

8．3．2　ボールがいったんスリー・ポイント・ラインの外側に運

ばれたあとは、スリー・ポイント・ラインの外側で最初にそ

のボールに触れたプレイヤー（ドリブルでスリー・ポイント・

ラインの外側までボールを運んだプレイヤーでもよい）

ともう1人の味方プレイヤーの最低限2人の攻撃側プレイ

ヤーがボールに触れるまでは、ショットをしてはならない。 

8．4　そのほかのスロー・イン 

8．4．1　ファウルやヴァイオレイションの罰則によるスロー・イ

ンは、すべて“スロー・イン・サイド・ライン”の位置のアウ

ト・オブ・バウンズから行われる。 

8．4．2　第1ピリオド以外のピリオド（延長時限も含む）を始め

るオルタネイティング・ポゼション・ルールによるスロー・

インも同様に“スロー・イン・サイド・ライン”の位置のア

ウト・オブ・バウンズから行われるものとする。 

8．4．3　審判は、スロー・インをするプレイヤーにボールを与え

なければならない。 

8．4．4　スロー・インをするプレイヤーは、ボールをコート内の

どこにいるプレイヤーにパスしてもよい。 

ただし、スロー・インされたボールをコート内のプレイヤー

がスリー・ポイント・ラインの内側でコントロールした場

合は、ボールをコントロールしたプレイヤーは、ショットを

してはならない。そのプレイヤーは、ドリブルかパスをし

てそのボールをいったんスリー・ポイント・ラインの外側

まで運ばなければならない。 

8．4．5　スロー・インされたボールが、スリー・ポイント・ライン

の外側にいるプレイヤーにコントロールされたあと、ある

いはスリー・ポイント・ラインの内側でコントロールされ

たのちいったんドリブルかパスでスリー・ポイント・ライ

ンの外側に運ばれたあとは、スリー・ポイント・ラインの外

側で最初にそのボールに触れたプレイヤー（ドリブルで

スリー・ポイント・ラインの外側までボールを運んだプレ

イヤーでもよい）ともう1人の味方プレイヤーの最低限

2人の攻撃側プレイヤーがボールに触れるまでは、ショッ

トをしてはならない。 

8．5　ダンク 

プレッシャー・リリース・リングが使用されていない場合、

ダンクをしてはならない。 

8．6　8．1．2、8．2．2、8．3．1、8．3．2、8．4．4、8．4．5

に違反することはヴァイオレイションである 

ボールがバスケットに入っても得点は認められず、ゲー

ムは、相手スロー・インで再開される。　 

8．1．1、8．2．2、8．3．1、8．4．4、8．4．5に対する違反をし

たプレイヤーがショットの動作中にファウルをされた場合

は、相手チームのプレイヤーのファウルを記録し、そのヴァ

イオレイションは無視する。 

ただし、この場合は、ファウルをされたプレイヤー（8．1．2、

8．2．1、8．3．1、8．3．2、8．4．4、8．4．5に違反してショット

をしたプレイヤー）にはボールがバスケットに入っても得

点は認められないし、フリースローも与えられず、ゲーム

は、ファウルをされたチームのスロー・インで再開される。 

 

 

9．1　交代は、ボールがデッドで、ゲーム・クロックが止められた

ときはいつでも認められる。 

ただし、最後のピリオド（第3ピリオド）および各延長時限

の最後の1分間にフィールド・ゴールが成功してゲーム・

クロックが止められた場合には、得点したチームには交

代は認められない。 

例外として、次の場合は得点したチームにも交代が認め

られる。 

（1）　審判が笛を鳴らしてゲームを止めたとき 

（2）　得点されたチームに交代が認められたとき 

 

 

10．1　タイム・アウトは、どちらのチームにも認められない。 

 

以　上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第9条　交　代（Substitution） 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

第10条　タイム・アウト（Time-outs） 
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スタートライン 

3Pライン 

フリースロー 
サークル 

エンドライン 

制限区域 

通常のバスケットボール競技のルールを適用します。但し、部分
的にJAカップ3ON3オリジナルルールを作成しました。 
 
 
全ての試合「6分間」の流しとします。（フリースロー・メンバー
チェンジ時も止まりません）残り30秒（1/4）からは時計が止ま
ります。 
 
 
レフリーは1名。オフィシャルは敗者チームが行う。 
（但し、第1ゲームのみ、第2ゲームの両チームで行う） 
 
 
選手3もしくは4名、控え選手1名のエントリーです。 
同じチームであることがわかる服装を着用してください。 
 
 
4名エントリーのチームは、1試合に必ず1回はメンバーチェン
ジをしなければなりません。（複数は可） 
控え選手はレフリーに「選手交代」を告げて下さい。（時計は止
まりません） 
 
 
①通常のバスケットボール競技のルールでポイントされます。 
②フリーブロック・車椅子ブロックの特別ルール 
　　　　　　　 （フィールド）　（3ポイント）　（フリースロー） 
　高校生以上（男性）…… 2点 ………… 3点 …………… 1点 
　高校生以上（女性）…… 4点 ………… 6点 …………… 2点 
　中学生（男子）…… 4点 ………… 6点 …………… 2点 
　中学生（女子）…… 6点 ………… 8点 …………… 3点 
　小　 学    生 …… 8点 …………10点 …………… 5点 
③レディースブロックの特別ルール 
　　　　　　　 （フィールド）　（3ポイント）　（フリースロー） 
　高校生以上……… 2点 ………… 3点 …………… 1点 
　中   学   生……… 3点 ………… 4点 …………… 2点 
　小   学   生……… 5点 ………… 6点 …………… 3点 
④ジュニア男子・女子ブロックの特別ルール 
　　　　　　　 （フィールド）　（3ポイント）　（フリースロー） 
　3  年  生………… 2点 ………… 3点 …………… 1点 
　1・2年生………… 3点 ………… 4点 …………… 2点 
⑤ミニバスケ男子・女子ブロックの特別ルール 
　　　　　　　 （フィールド）　（3ポイント）　（フリースロー） 
　5・6年生………… 2点 ………… 無し …………… 1点 
　3・4年生………… 5点 ………… 無し …………… 3点 
　1・2年生…………10点 ………… 無し …………… 5点 
 
※男女共にパーソナルファールは全て1点と攻撃権を獲得。 
 
 
1チーム1回。15秒間とします。（プレーが止まった時にレフリ
ーに告げて下さい） 
 
 
3Pラインから約1m後方にスタートラインがあります。 
OFFはスタートラインより後ろからDFFにボールを渡しワンタ
ッチを受けてからプレーをスタートします。 

フリースローサークルでジャンプボールから始め、ボールをキ
ープしたチームはスタートラインより始めます。 
 
 
DFFが攻撃権を得た場合は全てスタートラインから始めます。 
※ラインアウトは全てスタートラインから始めます。（サイドス
ローもエンドスローも行いません） 
 
 
全て相手に1点が加算され、なおかつ攻撃権も与えられます。
4ファール・7ファールは使用しません。 
 
 
通常のルールと同様です。又、パーソナルファールに対する
得点1点も加算されます。 

　例〉バスケットカウント・1スローの場合 
 カウント  パーソナルファール  フリースロー 
 2点 ＋ 1点 ＋ 1本 となります。 
 
 
フリースローは全て1ショットです。通常では2ショットの時
でも1ショットです。リバウンド・5秒ルールは適用します。 

　例〉シュートモーション・ファールの場合 
 パーソナルファール  フリースロー 
 1点 ＋ 1本 となります。 
 
 
通常のルールと同様でDFFリバウンドはスタートラインから
です。 
 
 
通常のルールと同様です。 
 
 
通常の24・30秒ルールを意味します。JAカップ3on3オリ
ジナルルールとして「15秒ルール」とします。 
OFFは「15秒以内」にシュート（リングにボールが当たる）
しなくてはタイムオーバーとします。 

■全体的なルール 
 
 
 
■試合時間 
 
 
 
 
■オフィシャル 
 
 
 
■メンバー 
 
 
 
■メンバーチェンジ 
 
 
 
 
 
■ポイント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■タイムアウト 
 
 
 
■スタートライン 
 
 
 
 
 

■ゲームスタート 
 
 
 
■バイオレーション＆インターセプト 
 
 
 
 
■パーソナルファール 
 
 
 
■シュート時のファール 
 
 
 
 
 
 
■フリースロー 
 
 
 
 
 
 
■リバウンド 
 
 
 
■3秒ルール・5秒ルール・ヘルドボール 
 
 
■15秒ルール（JAカップオリジナルルール） 
 
 
 
 
 
■コートの説明 
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SPECIAL GUEST

石田　剛規 

2004年全日本学生選手権大会にてチームを優勝に導

き、優秀選手賞を獲得し、鳴り物入りで、トヨタ自動車ア

ルバルクに入団。 

JBLスーパーリーグ2005-2006シーズンから、チー

ムを優勝2回、準優勝2回という成績に大きく貢献し、シュー

ティング・ガード（SG）としてチームを支えた。 

2009年6月、膝の故障などにより、惜しくもチームを

退団。ドラマ「ブザービート～崖っぷちのヒーロー～」

に出演するなど、新境地を開きながら、後身の指導に尽

力を注いでいる。 

［生年月日］ 
 
［ 身 　 長 ］ 
 
［ 体 　 重 ］ 
 
［ 血 液 型 ］ 
 
［ 出 身 地 ］ 
 
［ 出 身 校 ］ 
 
［ 所 　 属 ］ 
 
 
［日本代表歴］ 
 
 
［メディア］ 

1982年9月25日（27歳） 
 
187cm 
 
77kg 
 
A型 
 
茨城県水戸市 
 
日立第一高校 → 慶応義塾大学 
 
元トヨタ自動車アルバルク 
（2005－2008シーズン） 
 

2005年　ユニバーシアード Ｕ－24代表 
2006年　スタンコビッチカップ 
 
P　 V：「HANA唄」MICRO 
C　M：日清カップヌードル（2008年） 
　　      すき屋（2009年） 
ドラマ：「ブザービート～崖っぷちのヒーロー～」　佐賀弘明役（2009年） 
　　　　「しぇいけんBaby!-Shakespeare Syndrome-」　須藤シュン役 (2010年 )

プロフィール 

Takaki  Ishida

ステー
ジを盛

り上げ
る!!

（C）SPEED AGENCY

（C）SPEED AGENCY
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